
三
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１
項

第
３
号
関
係
）

法
第
15条
第
１
項
第
３
号
の
大
臣
管
理
漁
獲

可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
大
臣
管

理
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲

げ
る
数
量
と
す
る
。

三
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１
項

第
３
号
関
係
）

法
第
15条
第
１
項
第
３
号
の
大
臣
管
理
漁
獲

可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
大
臣
管

理
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲

げ
る
数
量
と
す
る
。

（
単
位
：
ト
ン
）

（
単
位
：
ト
ン
）

大
臣
管
理
区
分
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量

大
臣
管
理
区
分
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量

ま
さ
ば
及
び
ご

ま
さ
ば
対
馬
暖

流
系
群
大
中
型

ま
き
網
漁
業

128800





ま
さ
ば
及
び
ご

ま
さ
ば
対
馬
暖

流
系
群
大
中
型

ま
き
網
漁
業

116800





（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
～
第
十
一
（
略
）

第
三
～
第
十
一
（
略
）

路

線

名

第
一
東
海
自
動
車
道

道
路
の
区
域区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(
メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

伊
勢
原
市
石
田
字
八
本
木
七
五
番
六
四
か
ら
同
市
高
森
七
丁
目
八
一
〇

番
一
ま
で

前

最
大
最
小

五
八
四
三

三
八
二

後

最
大
最
小

七
〇
四
三

路

線

名

近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線

道
路
の
区
域区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

川
西
市
東
畦
野
字
中
山
谷
西
尾
一
番
一
二
か
ら
同
市
石
道
字
丸
尾
六
番

二
ま
で

前

最
大
最
小

三
一
三
二
一

二
四
〇
七

後

最
大
最
小

三
一
四
二
一

兵
庫
県
川
辺
郡
猪
名
川
町
上
野
字
愛
宕
山
二
番
二
〇
か
ら
同
県
川
辺
郡

猪
名
川
町
猪
渕
字
焼
尾
一
番
一
二
ま
で

前

最
大
最
小

一
九
七
二
二

三
三
八
六

後

最
大
最
小

一
九
七
二
二

神
戸
市
北
区
道
場
町
生
野
字
東
山
一
一
七
四
番
一
七
九
か
ら
同
市
北
区

八
多
町
中
字
坂
本
山
六
二
八
番
四
ま
で

前

最
大
最
小

三
三
六
二
四

六
九
〇
二

後

最
大
最
小

四
三
四
二
四

一

代
表
者
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

矢
田

素
史

変
更
後

澤
田

秀
太

二

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
一
月
二
十
八
日

三

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
一
号

変
更
後

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
十
三
番
一
号

住
友
不
動
産
新
宿
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ビ
ル

１

０
階
〜
１
７
階

四

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
四
月
一
日

五

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
一
号

変
更
後

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
十
三
番
一
号

住
友
不
動
産
新
宿
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ビ
ル

１

０
階
〜
１
７
階

六

変
更
の
年
月
日

令
和
八
年
四
月
一
日

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

第
一
条

海
上
保
安
庁
の
船
舶
の
番
号
及
び
標
識
（
昭
和
二
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表

別
表

（
略
）

（
略
）

巡
視
艇

巡
視
艇

番
号

船

名

番
号

船

名

（
略
）

（
略
）

CL
79

し
ず
か
ぜ

CL
79

し
ず
か
ぜ

CL
80

は
つ
ぎ
く

（
略
）

（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
十
四
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
六
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
十
五
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
六
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
観
光
庁
告
示
第
三
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
（
登
録
研
修
機
関
第
五
十
七
号
）
か
ら
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

を
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
六
日

観
光
庁
長
官

村
田

茂
樹

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
十
二
号

海
上
保
安
庁
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
九
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
海
上
保
安
庁
の
船
舶
の

番
号
及
び
標
識
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
四
月
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

瀬
口

良
夫


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